
8. 調査の結果 8.6 景観 

- 64 - 

8.6 景観 

8.6.1 調査事項 

調査事項は、表 8.6-1 に示すとおりである。 

表8.6-1 調査事項 

区 分 調査事項 

ミティゲーショ

ンの実施状況 

・伐採エリア内の大径木については、優先順位を付けて移植を検討する。検討に当た

っては、樹木診断等を行い、生育不良木や枯死木など健全度が高くないものや、植

生に影響を及ぼすおそれのある外来種を中心に伐採することとし、ケヤキやクスノ

キ等の樹勢や樹形の良いものなど移植に適した樹木を選定した上で、樹木の生育環

境として適切な密度で移植を行うこととする。 

8.6.2 調査地域 

調査地域は、計画地とした。 

 

8.6.3 調査手法 

調査手法は、表 8.6-2 に示すとおりである。 

表8.6-2 調査手法 

調査時点 工事の施行中とした。 

調査期間 ミティゲーションの実施状況 工事の施行中の適宜とした。 

調査地点 ミティゲーションの実施状況 計画地とした。 

調査手法 ミティゲーションの実施状況 現地調査(写真撮影)及び関連資料の整理による方法とした。 

 

8.6.4 調査結果 

(1) 調査結果の内容 

ミティゲーションの実施状況は、表 8.6-3 に示すとおりである。なお、景観に関する問合せは

なかった。 

表8.6-3 ミティゲーションの実施状況 

ミティゲーション 実施状況 

・伐採エリア内の大径木については、優先順位

を付けて移植を検討する。検討に当たっては、

樹木診断等を行い、生育不良木や枯死木など

健全度が高くないものや、植生に影響を及ぼ

すおそれのある外来種を中心に伐採すること

とし、ケヤキやクスノキ等の樹勢や樹形の良

いものなど移植に適した樹木を選定した上

で、樹木の生育環境として適切な密度で移植

を行うこととする。 

伐採エリア内の大径木について、平成28年9月に樹木調査

を行い、場内にて移植保存する樹木を選定した。その他は、

マテバシイやトウネズミモチ等の生育不良木、枯損木、外来

種を中心に約1,060本を伐採した。移植場所は、図8.2-1（p.50

参照）に示すとおりであり、計画地南東の敷地境界及び芝生

広場等とした。主な移植樹種は、ケヤキ、クスノキ、クロマ

ツ、タギョウショウ、コナラ、ヒヨクヒバ、アキニレ、サク

ラ、サザンカ、マテバシイ、ヤブツバキ、ヤマモモ等であり、

大径木は、ケヤキ、クスノキ、コナラ等約40本の移植を行っ

た(写真8.6-1及び2)。 
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写真 8.6-1 芝生広場移植樹木（クスノキ） 写真 8.6-2 計画地北側移植樹木（ケヤキ） 
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